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4 月より、特定相談支援事業所『ラベンダー相談支援』をはじめました。 

日常での困ったことや福祉サービスについての質問など、お気軽にご相談下さい。 

障害福祉サービスの利用を検討している方の意思と人格を尊重し、自立した日常生活や社会生活

をおくることができるよう、心身の状況や置かれている環境などに合わせて希望に沿ったサービ

スを受けられるように相談・支援を行います。 

■相談日＝月曜日～金曜日 
（土、日、祝日 8/13～8/15  12/29～1/3 休） 
■相談受付時間＝9:00～17:00  

（相談員が外出している場合があります。 
事前にご連絡下さい。） 

■連絡先 
「ラベンダー相談支援」 

TEL:093-922-3305 

サービス利用までの流れ 

① 相談受付 

② 面接・契約 

③ サービス等利用計画案の作成 

④ 支給決定 

⑤ サービス担当者会議の開催 

⑥ サービス等利用計画の作成 

⑦ サービスの提供開始 

⑧ モニタリングの実施 

自立した生活の実現へ！ 

「ラベンダー相談支援」 

奥村所長の「チョットひとこと」 

旧暦では、4 月になり清明
せいめい

の季節に入ります。私はこの清明
せいめい

の季節が一年中で、一番好きです。清明
せいめい

とは、すべてのものが清らかで生き生きとする頃のことを言います。若葉が萌
も

え、花が咲き、鳥が歌

い舞う、生命が輝く季節の到来です。この季節のことばに、お花まつり（お釈迦様の生まれた日を祝

う）・ツバメきたる・雁
がん

北へかえる・虹はじめてあらわる・たらの芽・ホタルイカ・初がつお・メバ

ル・三つ葉など、まだまだありますがこのへんで！。 
 又、3 月 1 日より特定相談支援事業として、「ラベンダー相談支援」を開始いたしました。 
4 月 1 日からは、ケアホーム・グループホーム一体型の北方ホームを、夜勤者を常駐させ介護サービ

ス包括型グループホーム（定員 20 名）として開始しています。これからも皆様から喜んでいただけ

る支援場所の提供をし、共生社会を目指してまいります。 

 

 

編 集 後 記 

春はいろんな花が咲いて、新緑が鮮やかになって町の

中が明るくなるので大好きです。今回からラベンダー

通信の編集に井上さんが加わり、誌面も新しく、明る

くなりました。ぜひ感想を聞かせてくださいね。（藤野）

ライフアンドケア株式会社 

・ラベンダー地域支援センター              ・グループホーム・ラベンダー 

（多機能型 障がい福祉サービス事業所）    〒802-0841 

・ラベンダー相談支援      北九州市小倉南区北方一丁目１５番１７号 
〒802-0065       TEL093-931-2735/FAX093-931-2737 

北九州市小倉北区三萩野一丁目 8 番 13 号   

TEL093-922-3305/FAX093-922-3363   

NPO 法人ラベンダー ホームページ http://m-lavender.co.jp 

ラベンダー地域支援センターのご案内 
 
 移行コース 

（就労移行支援） 
いきがいコース 

（就労継続支援 B 型） 
生活コース 

生活訓練（休止中） 
期 間 2 年間 期限なし ２年間 
定 員 ６名 28 名 ６名 
年齢制限 65 歳未満 なし なし 

 
支援目標 

生産活動を通じて就労に

必要な訓練を行い一般就

労を目指します 

生産活動や必要な生活支援を通

して安定した地域生活が遅れる

よう支援。状況に応じて就労移

行支援につなげます。 

日常生活能力の維持・地域

生活を営む能力向上を目

的とした必要な訓練を行

います。 
作業内容 園芸・清掃など 軽作業・園芸・清掃 生活訓練・創作活動など 

地域社会と連携した「安心の運営」 

 

 

ラベンダー地域支援センター基本方針 
１. ノーマライゼーションの理念のもと、利用者との共生

社会をめざし、障がい者福祉の増進に寄与します。 

２. 利用者の人としての尊厳をふまえ、個人の人格を尊重

します。 

３. 利用者への差別・虐待・権利利益の侵害を許しません。 

４. 利用者の雇用機会の拡大を支援します。 

５. 利用者の自立生活を支援し、社会参加の機会をふやし

ます。 
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見学のご予約は 
TEL:093－922－3305 
ラベンダー地域支援センターへ 

 

 

利用者との共生社会をめざします 
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●三萩野バス停● 
●ローソン   ●

や
ま
だ
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ラベンダー地域
支援センタータ 三萩野交差点 

至市民球場 

●ニトリ 

●三萩野バス停 

④ ①

至富野 至小倉駅 

相談支援専門員・東
ひがし

 

●見学希望の方へ● 

事前に連絡をいただけれ

ば、随時見学できます。 

お気軽にどうぞ。 

ご来所お待ちしておりま

す。 



 

 

 

新しいスタッフの紹介 

３月からラベンダー地域支援センターのサービス管理責任者が変わり、新しい

スタッフが３名増えました。みなさん、よろしくお願いいたします。 

井上英一（いのうえ えいいち） 

小倉生まれの小倉育ちです

が、小倉弁が話せんッチャ！

趣味は、読書とへたな写真を

撮影すること。「苦しい時こそ

笑顔を大事に」をモットーに、

皆さんと楽しい毎日を送りた

いと願っています。 

 
NPO 法人ラベンダーは、北九州市竹林

維持管理の活動や、福岡県森林組合連合

会森林・山村多面的機能発揮対策事業の

ラベンダー今津地区森林環境保全活動組

織の構成員としての活動をしています。 

４月２日、竹林の保護管理を目的とし

て、不要な竹の繁殖を防ぐ「筍掘り」を

実施しました。参加した 12 名の利用者

の多くが筍掘り初体験でしたが、「あっ

た」「大きいぞ」と次々に声が上がり、１

時間で約１５０本を掘りました。 

ラベンダーの社会貢献活動

 

熱戦の連続「第８回卓球大会」 
レモンチームが優勝！ 

花より「弁当」  

お花見ドライブ 

坂井静香（さかい しずか） 

 ３月から入社した坂井静香

です。趣味は子供や愛犬の服

や小物、ちょっとした棚など

を作ることです。これから皆

さんと一緒に楽しく作業がで

きるよう頑張りますので、よ

ろしくお願いします。 

竹田紀子（たけだ のりこ） 

 ３月から入社した竹田紀子

です。私の趣味は映画鑑賞、

ドライブです。早く慣れて少

しでも皆さんの支援ができる

よう頑張りますので、よろし

くお願いいたします。 

 

2 月 7 日～9 日に北方ホーム開設 6 年にして初の二泊旅行に行

ってきました。ホームに入居しているみなさんとスタッフで、夜

に新門司港を出発するフェリーに乗って、朝、大阪港に到着、観

光バスで京都の金閣寺・奈良の東大寺を観光するツアーでした。

大雪の注意報が出ていたのでお天気が心配でしたが、関西地方は

前日に積もった雪が残る中、雨が降っていて雪のトラブルははあ

りませんでした。お天気は残念でしたが、大きなホテルみたいな

船に乗り、めったにみることができない雪景色の金閣寺、大きな

大きな奈良の大仏様を見学し、おいしいお料理をいただきまし

た。どれもおいしそうでしょう？全員、けがもなく無事に帰って

くることができました。みなさんの中によい思い出として残って

くれるとうれしいです。 

４月４日（金）は待望のお花見。 

ところが、朝から降ったり止んだ 

りの空模様。結局、作業所の食堂 

でお花見弁当とぶた汁の昼食をと 

って、午後から２班に分かれて 

「お花見ドライブ」に行くことになりました。安部山公園、

足立公園、観光道路の桜を車窓から満喫し、望玄荘展望台か

ら小倉の町並みを楽しんで過ごしました。センターに残った

班の人たちは、ボッチャとペットボトルボーリングの熱戦に

沸きました。 

3 月 15 日（土）、北方ホームと合同

で第８回ラベンダー卓球大会を開催し

ました。個人戦と団体戦があり、団体

戦には、所長率いる職員チームも参戦

しました。残念ながら職員チームはレ

モンチームに敗れ、優勝カップは見事

レモンチームの手に渡りました。この

日のために練習をしてきた成果が出

て、白熱したラリーや好プレイに混じ

って珍プレイが飛び出し、熱く燃えた

卓球大会になりました。みなさんお疲

れ様でした。 
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江口恵（えぐち めぐみ） 

 ホームや作業所でいろいろ

な形でラベンダーの皆さんと

かかわってきましたが、この

度、サービス管理責任者とい

う任務をいただきました。未

熟者ですがよろしくお願いし

ます。 


